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lHT.の抱月!を止るに秘頓榊 は水中 (uJlの埼合が

主剤 ]/llより大きいaLを′よし'L.-Atろ｡淋 連英氏か笑淫

では'Jlt川嘩JJ!は砂 か(uJ)の助命が水FJlより大きt･EL

を′J.してほ ろ｡これは非常に絶盛な'･urFl横EEと邦合に

及ばな匹究爆雷の性交のELRに訊 くもの'Cあl),日 )

())の罪5Blこて知n与る廿に卒If.iL7はか Z7Lこて孟

かに.̂さい相 法が称さっろため紬 frT･壬SI野が蛸 さ

れろこと['_ei黙考えられろ｡又氏姓中土:年中と同じ班

を,Jてすのは.純煤搬 史の近tE兄では怖 itが爆 発

VAを妊性として将拓してRlろと々 えられろ｡触

手によろ棺はは市=深山のL叫Rlこ舟板 をFZLて見て

ち.投下に族ろ;rJぽl均 えられIzい｡

･tl tI
(り 謎棚 望はか l･Lこては益小Lこてより人さlTB

勤王を受けでもばヰ し-Ll ｡

(2) -T･投射ミCCD･b加と共に水中の㈹ ▲こヤ

する患姓!三･Xgtに良男とTLろ｡

(3) 水FrlO)伝宇苦に七して=F釦 は控溝へ;.ご聖

.こか ･て殆ど1=脚 を鼻11Lろ｡島地1的.こ見てT･Ty

eE:の捗†比唖 は決してだナーで1_･い7状 からもこ=′年,-E

攻敦は朝 EEl来ろ｡

(ll) CICはEZ合資がか ･とAS化R5aで.-.lA1rp.JL壌
折を元すが,馳 奄当でないと時Elの托出とjtLこ

FI洗礼蛍を匂 して :igを耕 して宋7..1達て(･払l野

は CCの他耳によI)感資を澱に1 ろ助命が考えられ

る｡

(5) :i/gは水中Lこて0°附近DqhAに於いて3急

な郡tを加えろと柵 を冠す｡

(蛙りに本笑JLにt弘ノ)壬itた故ul枚喝B:.こA&.封の意

を4iす｡)
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I.mIX:rattle r15田 川lnCreLtrelおutreS･Jitssho" tzlnttltcscn～Lll､en-<vArleJ､ndrl)1Tl

加:t泊 rLlm LIVlthtnt:NL;○【llent･Ttnd theLIegreeOfpol_tmer▲zBtlOnOl theC.C

雷 管 起 爆 力 の 一 試 魔 法

t■t知 26咋 5 1JIUEl.Jill)

坂 本 辞 I

i笥たまに円工や)

tmi17)ht喋)J越 には托.の27法が fThLLJ=巨.1ろ

が.之を大朝すZti蛸 化雌dF相 の如き正兵法とfE帝

Ft汝の如き氾I技法があら｡以丁紙べろ})J法は問裳約7:,

あろが田町の-相 法にIJ..ろの'CtllLいかと増えられl)
ち.JW ,にはVle･lk の冊榊 党28とr･Ji;考へL=託

いてb)1h

】

共 資 力-･止

水は亦排 紙と々 えて鑑支え(=いので完全にnfiyZ駅

怨のか いで甘廿を屯梯すかは.その増発Elこよろ仙 †

教典さは利 権 料t'蚊諌せずIこ併 売する弘 之を冶当な

方法にて粉 TろことがJu栄ろ｡ 拭抑 班は知 (1j

の如き帯粥臼砲的Lこてか 卜にてm貯なせ畔し,池 i:は
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｢払 こ行われて取る額琵空位 淵 (_')にてirった｡
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粥妃せんとすら常世は二八を魚道AJ)花ytC相 のもの

にして脚 注r-一箆Bの缶孔(iaFErL5'nm)i･迎 して

外部にELl'=倍ろが.百態の包棚と何時にJS発正に上l)

馳 :細 いこ館mして常田さ713.汎 化確Kスの遵Etl

は柔 く軌 Lot篭って水を通し･=釣比はヒストンにてBI
存ほれ7.ので夏毛丑一こ上ってEi73D世党正に上る仕ポ
劾点を知ることがIO乗るe以下7,,成矧 ミ1渦 の鵬 87

℡･ニ放き行った講話であるが,銅蛙は伽 のものh:入

IfttI東ないので正位 95mzTlのSI経を投銭にてJlさ

12mmLニ摺 Lrj=雪を行わず.こそのまま用いたり

'C･恥 Q)∫:井'=よる筑豊を考鑑LtL.ナ川 fT=らTZt･が

脚 のRitを仙 ･九は東急方法としてはpI成tliEiIに

㌫ Ẁ･)'.虻を得ろことさて出発7.i:.上考えられろ｡
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atft書号

rntn IコだIl-1Tn ～..m mnlmm
315 2.も5 2_!占 3ヱ92.9J 1.ふ事
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26S ≡.6r)31Ⅰ 3(旭 2.7.1 I.1.1

7 271 Z59 251285 285 1帖
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15 2ぬ 351 517

J6 319 240 .iZ5

17 ､;34 536 27t
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2U J3$ 292 302

mm ltlm mTTl.mm mrllT11rr1
1ミ y-I JU5 3tJ1 295 .118 2ZJT lil

I紬 rlよt)止ればへ+ソーyyはナトy-JL,上り牡

ノ)'Cもろが.仰守に才搬輩として川いた1浪合は叫額何
れ も殆 ど発見S･′JJ.してP.tlzい61にL:の姥汝:こても軸比
の監略kは瑞とm_只をirltして居ない｡
附 Tr

Ta腎の触 とし･=患将 哩b:もり,これは訂廿J)

仙･DJZ見 I'.に偲車tiZを放き.fZ管の軌 .こよりW男也
の和 宣の成心を柵 するのであるi):,ころ雌 に対

して印 が.らちので.'ミ{=い土IとEL･攻,73斗た7tJtをrT

つた｡

1汀℡の朕古かか僻 1-}乙較片とT=つて,I放す;.カセ 見

ち.=用実包の化紀.二者転をたけば,輔 こ生 じた乾片

の分布及び孔の火ささZtL浦 の好日現時 .こ上J).その

破片の持ってAh'ろェオA,I-を泣出的.=Lt柁すること

が山東ろ4敷板を見川 扮 ろ錘に鮒 の分布は全 く下

親刑である｡仕って訂好のAL上l二億茄也を1い て棚

ナろ朝会m廿の暇 による殉掛 ま勿汝考えられない

伽曳Jは:刺.するかむb･に上って稚拙の成TLrが決1ろ

軌であ ろ｡釦 の美袋でt'-li米の叫 では朗,捕,杓

ダイ,瓜 へ+ソーyン等は破片が糾 .した籍分にiT,)

槌 してALL).3米のSE材に於ける錯掛 こ放けろ脚 i一の

捗を止れば.Ltに遥rEFqでもIiR質也はfi･neナろことが

辞易に4yE･相方lろ｡

はってこの棚 は革ろば邪の射繋歩度54幹に出てt':

I)一旬野の竜はJ)拝金として[-_疑関がi′,-.のでは1_t.
舌･と考えられる.
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殉爆に関する実験的研究 (第二潮)

圭として珊 薮の作用に試て

(喝 都 26年 SJJIlZJZPr)

渡 辺 宜 五 ･旋 律 雄 三乙
(日本tiBrA土工JC)

‖ ii3 i｣

iZ柴Ttl怯み作用!ゼ子として.上一触 lこ坪 造 粒

ガス,周LĴ汝専柁カ:考x,['TLてし ろ.岱一斑Lこ放て(ミ
IJiとして竺H.'授与～iTbの作Hl=フして鐘 ◆招trl試み,

亦r'J伊の≡田子の我inln;Mとしう',･t]迄の-穀が鹿 砦

に千十のhJ:月を試みた｡半椎IA.=放ては許な邪心から

_qi起される弛 =立並的nfllを'+_T-ものと考えらjL
ろ=.三の或宗Lこつて㌍姿tuさのふな迎べろ｡

2 事 考 案 蒙

L:lillrtOtlこよiLは玉出開披rT.の庄細綿丑のZitに上っ

て事日曜r;jlB土変化するとし1,

3こ l

事 川 件 何件 Jlが JIElのEE払師故

や 丈 二つL'･Tl < 3(OI

yk lu4C 3り
f占 上

砂 i tlfI 洪 1 0.5
そJIIA阿歳三.革カ貰哲J.;,1,,三:ヽ づtLも扶一芸Z._

f_tW_3'tTJ:してtてい4

3 羊 包 に の 形学

惑芯℡･?節 の琴包摂7'fI無.二よって6;喋は大lJろ

彰帝をA=更けろ｡玩胡 Tイブ一･1トのぽyE性については

(1) 折 払 こ妃達しも,L如き- 7 7 1ンのけlft'投

払 二よっては_棚 陀相にもtり変化LT.t ｡

(a)鳥山 汝法に上る吐■の6f党t抜辻1から析

朋 ダ イナ▼イトは湘 7-L=上るiR肋 ･大でl}ろ｡

L.)) Jh'JttL㌍折の杯在はむしろF'.蟻のL'lT川四千

をiiわ,lLこも7'.).?.r大T=ろF'4m紺 むが十｡

以上J).■I.からig;也紙と孤 iとのmllこ介JEナ/J架銭の

11糊l二1いてAn宅lLてふろ布にす･J.
FiE. E･

丼=望;Li 泊 Lir弘
有功だ出 世 株

節約J{iナ-{イ ト 1:三cm _YZL･rtl

撫 イ イナ ヽイト 20cm 25t:m

4 キサyTテスト

zf-IL･FhT7さL17rrLm)で内5日J･L･35rLln.柘

さ21m の十十 1'_/つくりこれを恭二男tlの9凝 こ

片はtさせ7J.

炎 5 姉一発包JtibELl

…諸膝 号藍等薫 蓑
耶 ′ 1 ナー1ト 1-18 lJ-lS l･J cn

折郎T tナy l ト 7-12 2U-35

凍 1 イ ナ -1ト 2J) 2丘

へ ◆ y- A'ン 30 25

1711水中瑞慮 りkT̂-1-水和と試科とのI付■仰crn)と




